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式 (5)にあるPalg｡rithm(a)は弱いグラフか らbindingを 決 定するアルゴリズムによって定
まり､この遷移確率がスピン状態の情報をまったく含んでいないので､次式の詳細釣 り合
い条件が常に成立することがわかる｡
p(S-G)P(G-i)W(S)-p(i-G)P(G-S)W(i) (7)
ループ数が最大とするようなbinding決定アルゴリズムがもっとも望ましいが､そのた
めには最適化問題をとかなければならない｡最適解を求める時間が多項式でおさまるのか
はよくわかっていないので､現状では､上記のように順番に弱いグラフを処理する欲張 り
法の一種をもちいている｡
このような欲張り法によるbinding決定アルゴリズムでも､低温でかなりの改善がみら
れるようになったが､まだ､相転移領域の検証には不十分であるのでさらなる改良をつづ
けている｡ さらに､今後､弱いグラフに拡張されたループアルゴリズム自身のさらなる発
展にも期待 している｡
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